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けり 能登 半島 の 美肌 の 湯 宿 と 洗練 され た お も る て な し の ホテ ル で 寛ぐ 


少 人 数 限定 ・ 佳 き 宿 て の 赴 ぎ 


208.000 円 172.000 円 218.000 円 179.000 円 230.000 円 190.000 四 240.00 
192000 四 208000 円 169.000 220000 180.009 円 230.000F 
※ 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 活 委員 は 初日 


用 バス 会 社 : 富山 地方 鉄道 グル ー プ ※ 部 性 タ イプ 
り 旅行 代金 が 異な り ま す 。 3 名 1 室 は お 問 


駅 か ら 最 終日 語 山 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 
: 和室 、2 泊 目 : 洋 室 また は 和洋 室 、 ? 泊 目 の 
合わ せ 下さ い 。 【 基 本 】 デラ ックス (55m+ 
【A タ イブ] 本館 モダ ンス イー ト (72m オ バル コニー また は 80m) 【B タ イプ 】 本 館 ま た 
スイ ー ト (100~115 中 バル コニー) 【[C タ イプ 】 和洋 室 、 新館 プレ ミア スイ ー ト 
温泉 付 (115f+ テ ラス ) ※1 名 利用 の 上 級 客室 に つい て は 最終 段階 の 空き 状況 で の ご 案内 と な リー 旦 リ 
クエ スト と な り ま す 。 ※ 現 地 合 流 に つい て は P59 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


行程 ー バ ス 滞 航 空 機 徒歩 = 列車 一 船 + そ の 他 


ー 「 百 万 石 の 能 昼 食 千里 浜 な まさ ドラ イプ ウェ イ 呈 晃 島 (別名 角島 
と も 呼ば れる 角 登 の シン ボル ) > 夕刻 : ね ぶた 温泉 海渡 能登 の 庄 泊 ( 全 客室 か ら 
広大 な 日 本 海 を 一 望 、PH10.5 と いう 日 本 有数 の 高 質 天 然 アル カリ 性 泉 質 の 
自家 源泉 を 持つ 湯 宿 、 夕 食 は 輪島 塗 で 味 合う 能登 の 旬 ・ 創 人 懐石 料理 を ) 
馬 宿 つ 百 米 千 枚 田 (棚田 が 広がる 景色 ) つ 輸 島 キリ コ 会 館 (大 小さ ま ざ ま か 芋 


属 な 浴 浅 り の 切子 失 籠 ) 一 輸 島 ふ ぐ を 使っ た 昼食 午後 : リ バー リト リー ト 雅 染 倶 
泊 (洗練 され た 上 質 ホ テル で 寛ぐ 。 館 内 に ちり ば め ら れ た 現代 アー ト 作 品 、 美 
し い 景 観 な ど 、 唯一 無 二 の 泡 沢 な 空間 を お 楽し み 下 さい 、 フ レン チコ ー ス タ 食 ) 
午前 : 宿 日 本 一 料金 が 高い と いわ れる 有料 
プル や パス に 乗り 換え る こと な く 任 切 バス 高 
2450m の 雲上 の 別天地 、 タ カネ ナナ カマ ド や ウラ ジロ ナナ カマ ド 、 ミ ネ カ エ デ 、 
チン グル マ が 色づき は じ め 、3000m 級 の 立山 連峰 が 赤 、 黄 、 緑 に 染まる 様 は 
圧巻 。 立 山 の 絶 景 ん くり が 池 な ど 散 策 … ホ テル 立山 ( 白 海 者 の 松花 堂 慎 食 ) 


立山 有料 道路 を 利用 。 ケ ー 
クー 直線 一 室堂 … 禁 


海 注 能登 の 庄 と り バー リト リー ト 雅 業 人 と 最少 人 行人 見 10 名 
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海渡 能登 の 庄 客室 一 多 


は) 


海 灘 能登 の 圧 料理 


リバ ー リ トリ ー ト 牙 業 島 リ パ バー リト リー ト 政 業 人 
モダ ンス イー ト 客 室 一 飲 料理 


能登 情 炒 あふ れる 和 の リゾ ー ト 「 海 渡 能登 の 庄 」 へ 。 
化粧 水 に 浸かる よう な 、 奇 跡 の アル カリ 泉 や 里海 里 
山 が 育ん だ 能 合 の 食 も 楽し み ま す 。 翌 日 は 神通 川 の 
畔 に ある スモ ー ル ラグ ジュ アリ ー ホ テル 「 リ バー リ 

トリ ー ト 雅 業 倶 」 に 滞在 、 温 泉 に 、 ア ー ト 、 滋 味 あ 
ふれ る 富山 の 恵み に ひたる 食事 を ご 堪能 下さ い 。 


ぺ 》 少数 限定 ・ バ ス 座席 2 シー ト 利 用 で 行く 


上 質 の 湯 宿 山鹿 温泉 清流 荘 


は ん ずい り 


掲載 No| 


東京 発 | 6AEY5P10 | 


77 大 阪 発 | 6CEY5P10 


水鏡 庵 と 紅葉 の 要 仙 温泉 ・ 旅 亭 半 水上 典 で の 寛ぎ と 最 人 行人 由 9 名 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 欄 ) 


PRE 
226,000 円 235,000 円 285,000 円 
中 』206,000 円 215,000 円 265.000 四 


※ 東 京 ・ 大 阪 の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 計 は 初日 角 本 空港 か ら 最 終日 長崎 空港 まで 同行 し ます 。 
※ 利 用 バス 会 社 : 九州 産 充 バ ス ま た は 中 九 ) * 島原 鉄道 また は 長崎 ラッ キー バス ※ 部 屋 
( 二 隊 建 て 離れ タイ プ の お 部 屋 ) ※ 現 地 


行程 ー バ ス 衣 空 機 … 徒歩 


= 列車 一 般 + そ の 他 


第) 山鹿 ・ 八 千代 座 定 重要 文化 財 ) ユタ 刻 : 山 鹿 温泉 ・ 清 演 荘 泊 (お 部 
屋 も 食事 も グレ ー ド アッ プ の 釧 天 風呂 付 和 洋室 ・ 水 鏡 庵 を ご 用 意 ) 
午前 : 宿 一 山本 ( 嘩 前 街 遺 の 窒 坦 散策 ) 熊本 市 内 ・ 青 柳 ( 特 上 密 降 り 記 刺し 付 
き 本 格 会 席 ) 一 熊本 城 ( 約 5 年 ぶり に 天宮 間 内 部 を 一 般 公開 。 新 た 
天守 間 最 上 階 か ら の 眺め を ) 熊本 港 て 熊本 フェ リー・ オ 

島原 港 っ タ 刻 : 寺 人 温泉 ・ 旅 亭 半 水 貞 泊 (広大 な 6,000 坪 の 敷地 に 14 
棟 の 客室 。 九 州 怖 指 の 料理 宿 で 区 を 極め た 目 と 舌 で 味わう 美食 の 数 々 で お も 
て な し 。 歴史 ある 有 雲仙 温泉 の 上 質 の 湯 で 至 舞 の ひと と き 。 お 食事 は 客室 1 階 
和室 に て 、 庭 園 を 眺め な が ら 日 本 の 季節 感 を 目 と 舌 で ご 堪能 下さ い ) 
午前 : 宿 一 雲仙 地獄 一 仁田 幅 (ロー プー ウェ ー で 紅葉 の 妙見 岳 へ )ー し まばら 火 
絹 山 花 公園 (平成 新山 と 1.000 万 本 の コス モス ) 一 島原 (島原 城 ・ 武 家屋 癌 な ど 案 内 


ガイ ド と 共に 散策 ) つ 


44 


仁田 峠 の 紅葉 と 雲仙 ロー プ 
と も 


清流 革 水 競 誠 
客室 露天 風呂 


ミー 


旅 亭 半 水 慮 客室 外観 


し まばら 火 張 山花 公園 


初日 は 明治 18 年 の 創業 の 山鹿 温泉 導 の 老舗 ・ 清 流 
注 に 。 な か で も 全 室 露天 風呂 付 の 和洋 宝 ・ 水 鏡 庵 は 
食事 も お 部 屋 も グレ ー ド アッ プ の 全 10 室 。 翌日 は 守 
仙 温 泉 で 極上 の お 宿 ・ 旅 亭 半 水 虎 。6.000 坪 の 広大 
な 敷地 に 、 京 都 の 宮大工 が 3 年 を か け て 作り 上 げた 
数 寄 屋 造り の 殖 を つく し た 檜 風呂 付 の 離れ に 滞在 し 
ます 。 少 人 数 で めで る 佳 宿 の 旅 を お 楽し み 下さ い 。 


